
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第４章 結 論 ・ 提 言 
 



4-1 

第 4 章  結論・提言 

4.1 協力内容スクリーニング 

（1）要請内容の整理 

 「ニ」国から日本への要請は、アコヤパ－サンカルロス間道路整備におけるエルトゥーレ橋とサンタフェ

橋の２つの橋梁の建設であった。現況のエルトゥーレ橋は幅員 4m、橋長 40m で、幅員は狭く老朽化して

おり、当該橋梁は Section 2 区間に位置している。 

Section 1 および Section 2 区間は既存道路の改修となっており、Section 2 区間の建設に伴って、エル

トゥーレ橋も IDB の融資によって建設されることが確認された。さらに、同橋梁の詳細設計図も既に完了し

ていることが判明し、エルトゥーレ橋に対しては日本からの協力は必要なく、「ニ」国から日本への要請は

サンタフェ橋の１橋梁だけの協力になったことが確認された。 

 

（2）橋梁架橋位置 

MTI は IDB プロジェクトの道路建設のための設計にすでに着手しているが、サンファン川を渡河するサ

ンタフェ橋の位置は現在の船着場の下流 18ｍの地点と決め、概略設計も進められていた。しかし、調査

団が現場踏査を行ったところ予定されていた渡河位置よりもさらに下流側約 150m の位置は川幅が狭いこ

とが判明した。また、当初設計では、右岸にあるペラス氏の大邸宅の敷地を侵す可能性があるため、

下流側約 150m の位置の方が、架橋位置としてふさわしいと判断できる。 

本件については、調査団からの情報を元に、下流側約 150m の位置を架橋地点として道路の設計を

進める意向が MTI より示された。 

 

（3）「コ」側の道路整備状況 

 アコヤパ－サンカルロス間道路は、サンタフェ橋を渡って約 8.0km 先が「ニ」国と「コ」国との国境ラスタブ

リージャスとなっている。「コ」側における当該道路に続く延長は、現在（2007 年 3 月）道路建設中であり、

「コ」国のロスチーレス町まで延長 5.6km の舗装工が完了すれば、その先の「コ」先の道路網は全て舗装

化されており、車両にとっても安全で快適な走行が可能となる。 

したがって、アコヤパ－サンカルロス間道路を整備すれば、「ニ」国の首都マナグア市と「コ」国の首都

サンホセ市までが全線舗装化され、両国間の交流だけでなく、物流や貿易の拡大も期待される。 

 
（4）架橋予定地点の交通量 

現在サンファン川を渡河する手段はポンツーンやボートであるが、ポンツーンはオレンジの収穫期 12

月から 4 月の約 4 ヶ月だけしか運航しておらず、収穫期を終えればポンツーンは他の港湾へと移動され、

車両も渡河することはできなくなる。こうした現況から、車両が「コ」側へ入国するには太平洋側のパンアメ

リカン・ハイウェイを通る経路に限られ、同地点を通る車両は少ない。 

 しかしながら、橋梁建設後の誘発交通量、開発交通量、転換交通量などを考慮すると、2019 年の予測

交通量は 1 日当たり 900 台以上と算定され、ポンツーンによる最大輸送能力、1 日当たり 480 台を大きく

越える。 

 

 



4-2 

（5）環境社会配慮 

 サンタフェ橋の位置する Section 3 区間において、IDB の基本設計では新設道路及び既存道路の上に

路線を選定している。サンタフェ橋の建設着手前、新設道路における沿線用地の確保が必要であるが、

オレンジ農園の経営者 FRUTAN 社から 26ha の用地を無償で提供する話がある。しかし、道路建設に当

たり一般住民が所有している土地の収用も必要であり、基本的には同意しているものの、補償内容を含

めて十分に話合う必要がある。 

 なお、運輸インフラ省は環境許可申請書の手続きに基づき、本件に対するEIAを実施することとなり、調

査団滞在中の 2007 年 3 月に開始している。EIA 調査には少なくとも 4 ヶ月、レポート審査や公開縦覧を

含む承認手続きに 4 ヶ月かかるものと思われ、EIA 承認は早くて 2008 年１月頃になるものと考えられる。 

 

4.2 基本設計調査に際し留意すべき事項等 

（1）設計基準等の検討 

1) 一般 

サンタフェ橋の設計仕様・基準については、IDB プロジェクト（アコヤパ～サンカルロス間道路整備）に

おける設計方針（特にエルトゥーレ橋）、「ニ」国におけるこれまでの日本による無償資金協力案件（橋

梁案件）を参考にする。使用する仕様書、基準は次のとおりである。 

・ パン・アメリカン・ハイウェイ設計仕様書（2004 年） 

- Manual Centroamerican 

- Nomas Para El Diseno Geometrico de Las Carrenteras Regionaes 

・ AASHTO 道路橋設計示方書 

・ 日本道路橋示方書 

 

2) 設計活荷重 

パン･アメリカン･ハイウェイに共通し、これまでの日本無償資金協力橋梁でも常に使用されている

AASHTO HS20-44 の 25%増しを基準とする。 

3）高水位（洪水時の水位） 

サンファン川はニカラグア湖から大西洋側に流れているが、架橋予定地周辺では、河床勾配が小さく、

流れは非常に緩やかである。また、またフリオ川がサンカルロス 近くでニカラグア湖へ流れ込むため、

非常に複雑な水位と水流の変動をおこしており、水理・水文解析には困難が予想される。通常の算定

方法（雨量、集積面積、河川勾配、河床の粗度係数などより 50 年確率の河川流量（Q）とその高水位を

算定する方法）だけでは解決が困難であり、B/D 時水理・水文専門家の参加が必要である。なお、現在

架橋予定地点の通常（乾期）水位は 31m である。これより毎年の高水位は+2ｍの 33ｍとなる。一方過去

の最高水位は海抜 34.5ｍであった(1933 年)。 

4） 船舶の航行 

現在貨物船（8m 幅 x48m 長さ x9.8m 水面上高さ）が週 2 回サンカルロス～サバロス間を航行している。

また近い将来(数年後？)観光船(現在ニカラグア湖でサンカルロス ～グラナダﾞを航行、8m 幅 x34m 長さ

x13.2m 水面上高さ)がサンカルロス ～ サバロス ～ エルカスティージョあるいはサンファンデニカラグ

アまで航行する予定である。 
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よって通常水位でこれらの船舶が安全に航行できる航路限界を運輸インフラ省が設定する必要があ

る。 

 

（2）環境社会配慮における調査実施上の留意事項 

本件の環境社会配慮については、JICA ガイドラインに基づいてカテゴリーB に区分されたことに対し、

本件予備調査にて初期環境調査を実施することにより、このカテゴリー区分の検証を行った。その結果、

当初懸念されていた土地収用、住民移転に関する社会的環境におよぼす大きな影響はないことが判明

したが、サンファン川の河川環境に与える影響について今後検討していく必要があることがわかった。こ

の点については今後「ニ」側で実施の予定である EIA 調査で明らかにされるものと期待される。 

ここでは今後基本設計に移行していく上で留意の必要な事項について以下の通り整理した。 

1) EIA 実施状況および内容確認 

本件に関する EIA の TOR については、調査団が現地滞在中に「ニ」側で検討が開始され、キックオ  

フミーティングにおいて調査団より要望事項を提示した。基本設計時では、当該 EIA がこの要望事項に

基づいた内容であるかを確認し、不足している点があれば追加的な調査を実施する必要がある。EIA

報告書提出後の承認手続きを含め、環境認証取得の状況確認もあわせて必要である。 

2) 新道区間の EIA 実施状況確認 

新道区間の EIA については環境許可申請書が 2006 年 9 月に提出されているが、EIA は未実施であ

る。新道区間の EIA は本橋梁の EIA と同時進行している必要があり、その進捗および認証取得の見込

みについて確認することが重要である。 

3) 土地収用の進捗確認 

新道区間（ラアルヘンティーナ～メルチョーラ間：約 8.6km）や拡幅区間（メルチョーラ～ラスタブリー

ジャス間：約 12km）における土地収用が適切かつタイムリーに行われているかを確認する。必要に応じ

てステークホルダー協議を開催し、住民などから不満が出ていないかを確認する。 

 

（3）スケジューリング 

本橋梁建設の効果発現のためには IDB による「アコヤパ～サンカルロス～コスタリカ国境間道路整備計

画」によって道路が整備される必要がある。サンタフェ橋建設予定地は IDB プロジェクトでは section3 とさ

れ、OPEC との協調融資により道路整備が進められることとなっている。予定では、2012 年に整備が完了

することとなっているが、ニカラグア国内の手続きも含め、IDB 及び OPEC による融資の決定、着工に至る

手続き等について確認しつつ、協力のタイミングを検討する必要がある。 
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4.3  調査団の構成 

（1）調査内容(案) 

1）業務主任/交通計画 

  全体の統括、調整 および IDB と OPEC 融資区間の進捗注視と調整 

2）橋梁計画/橋梁設計 

  サンタフェ橋の計画･設計、取付け道路設計 

3）環境社会配慮 

EIA 実施状況確認および土地収用の進捗確認 

4）自然条件調査（地形・地質） 

  再委託される地形測量、地質調査の業者選定、契約、工程と作業内容の監理 

5）自然条件調査（水理・水文） 

  橋梁計画のための高水位の流量、水位の算出 

6）施工計画･積算 

  無償資金協力事業として妥当な施工計画･積算 

 

（2）調査工程(案) 

 基本設計 7～8 ヶ月、詳細設計６～７ヶ月、建設工期 2～2.5 年（24～30 ヶ月）と想定される。 

 

（3）調査団員構成(案) 

   以下 7 名が妥当と考える。 

1） 業務主任/交通計画 

2） 橋梁計画/橋梁設計 

3） 環境社会配慮 

4） 自然条件調査（測量・地質） 

5） 自然条件調査（水理・水文） 

6） 施工計画・積算 

7） 通訳 

なお調査期間は約 7～8 ヶ月と想定される。 
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付属資料 A．署名ミニッツ 
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付属資料B．プロジェクトを取り巻く状況 

B-1 自然条件 

1．地形 

ニカラグア国は、129,494km2の国土面積をもち、中央アメリカで最大の国である。ニカラグア国の地形は、

以下の通り大きく 5 つに区分される。 

 

(1) 太平洋沿岸平野 

太平洋岸に沿って細長く延びる平野であり、その幅は 10～35km である。南東に向かい標高が高くなる山

岳地の様相を呈する。 

 

(2) 太平洋火山山脈 

太平洋火山山脈は、太平洋沿岸平野の東側に、北西－南東方向へ延びる火山列であり、その長さは

300km にも及ぶ。これらの火山の中で最も高いものは、サン・クリストバール火山であり、その標高は 1,745m 

である。太平洋火山山脈の中の火山には、上述のサン・クリストバール火山をはじめとする多くの火山が、活

動を継続中である。 

 

(3) ニカラグア低地 

ニカラグア低地は、太平洋火山山脈の東側に帯状に横たわる盆地であり、その幅は 30～45km である。

ニカラグア低地は、起伏の緩やかな渓谷であり、その中にはマナグア湖及びニカラグア湖が分布する。ニカ

ラグア低地は、近くの造構造運動により形成された構造性の盆地であり、一部堆積物や火山噴出物により埋

積されている。調査対象地域は、このニカラグア低地に位置する。 

 

(4) 内陸高地 

内陸高地は、起伏の激しい火山性台地から成る。内陸高地は、ニカラグア国の中央部に位置し、全国土

の 33％を占める。内陸高地は、北側で標高が高くなっており、南側の標高が 500m 程度であるのに対し、北

側のホンジュラスとの国境付近では標高 2,000m にも及ぶ。 

 

(5) 大西洋沿岸平野 

大西洋沿岸平野は、カリブ沿岸平野とも呼ばれ、沖積地が広がっている。大西洋沿岸平野は国土の約

37％を占める。大西洋沿岸平野は海成の準平原であり、標高は全体的に低く最高でも 100m 以下である。 

 

2．気象 

全国土が熱帯気候に属しており、北東貿易風の影響で東部カリブ海沿岸が多雨（平均 2,400mm）地帯とな

っており、西部に入るにつれて降水量は減少する。地域的には、マナグア、レオン、グラナダなど主要都市

のあるニカラグア低地、太平洋岸の火山地帯、北部の中央高原地帯、カリブ海と東部の平原部などで異なる。

12 月から 4 月が乾季、5 月から 11 月が雨季である。ニカラグアの降水量分布図を図 B.1.1 に示す。 
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ニカラグアは 1 年中高温であるが、なかでも 4 月がいちばん暑い。カリブ海岸の低地では雨季と乾季の区

別がはっきりせず、１年中高温多湿で暑い。 

1971 年から 2000 年のニカラグア国の主要気象観測所における年間平均降水量、年間平均気温、相対湿

度及び平均風速は表 B.1.1 に示すとおりである。 

 

表 B.1.1  ニカラグア国の年間平均降水量、年間平均気温、相対湿度及び平均風速 

観測所名 
年間平均降水量

（mm） 

年間平均気温

（℃） 

年間平均相対湿

度（%） 

年間平均風速

（m/sec） 

Chinandega  1979.2 27.0 76 1.5 

Corinto    1846.3 27.7 77 2.7 

Leon    1592.9 27.4 76 1.8 

Managua    1119.8 26.9 74 1.6 

Rivas    1350.7 27.0 78 3.2 

Nadaime 1441.0 26.8 78 3.9 

Masatepe  1450.6 23.9 83 3.3 

Masaya    1361.3 26.6 76 1.7 

図 B.1.1  ニカラグアの降水量分布図 

出典：ニカラグア国地理局（INETER）ホームページ 
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出典：”The San Juan River Basin Final Report”(Organization of American 

States,2002) 

観測所名 
年間平均降水量

（mm） 

年間平均気温

（℃） 

年間平均相対湿

度（%） 

年間平均風速

（m/sec） 

Condega   821.4 24.1 77 2.3 

Ocotal    833.8 24.5 74 2.5 

Jinotega     1205.8 20.7 80 2.5 

Very Very     1547.1 24.3 80 1.0 

Raul Gonzalez     873.1 25.1 74 2.5 

Juigalpa   1158.6 27.2 76 3.4 

San Carlos     1910.9 25.7 85 1.5 

Pto. Cabezas    3003.4 26.5 85 4.9 

Bluefields     4373.6 25.5 88 4.5 

出典：ニカラグア国地理局（INETER）ホームページ 

 

3．計画対象地周辺における自然条件 

計画対象地はニカラグア南東部に位置し、サンファン川流域に含まれている。サンファン川流域の気候は

以下の通り大きく 4 種類に分けられ、対象地は熱帯乾燥気候地域に属する（図 B.1.2 参照）。 

I  : 熱帯乾燥気候地域 

II  : 熱帯湿潤気候地域 

III ： 沿岸湿潤気候 

IV ： 湿潤山岳気候 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

対象地 



B-1-4 

対象地が位置する熱帯乾燥気候地域は年間降水量 750mm～2,500mm、平均気温 23℃～28℃であり、熱

帯サバンナが広がり、主に放牧や農耕が行われている。主な農作物は米、とうもろこし、麦、ソルガムおよび

豆類である。ハリケーンの被害に関する危険度は低いが、旱魃に関しては中程度～非常に高く、短時間で

はあるが非常に強い暴風雨に見舞われることがある。（図 B.1.3 参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：”The San Juan River Basin Final Report”(Organization of American States,2002) 

図 B.1.3  ハリケーン危険度区分図 

 

 

サンカルロスにおける月別平均気温および降水量を、表 B.1.2 および図 B.1.4 に示す。平均気温は、24～

27℃で、4 月～5 月にもっとも高くなる。年間降水量は 1910.8mm、年間平均降水量は 159.2mm である。年間

降水量のうち約 85％は、5 月～11 月の雨季に集中している。 

 

表 B.1.2  サンカルロスにおける降水量 

月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 合計

降水量 

（mm） 
62.4 30.0 16.6 36.0 155.5 246.7 287.5 269.7 273.6 252.7 160.8 119.3 1910.8

平均気温 

（℃） 
24.5 24.9 26.0 27.1 27.0 26.0 25.6 25.7 25.9 25.8 25.5 24.5 -- 

データ期間：1971-2005 年 

出典：Instituto Nicaraguense de Estudios Territoriales ( INETER ) 

対象地 

非常に低い 

非常に高い 
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データ期間：1971-2005 年 

出典：Instituto Nicaraguense de Estudios Territoriales ( INETER ) 

 

図 B.1.4  サンカルロスにおける月別降水量と平均気温 
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B-2 社会・治安状況 

1．社会状況 

（１） ニカラグアの一般社会状況 

1972 年にニカラグアを襲った直下型のマナグア大地震（マグニチュード 6.3）は、ほとんどの建造物が倒壊

し、首都機能を麻痺させた。その地震からの復興が進まない内に発生した 10 年にわたる内戦で、主要な国

内産業であった農牧業が衰退するとともに、牧牛などの国内資産が消費し尽くされた。更に 1998 年 10 月に

は 3 千人余りの死者を出したハリケーン・ミッチが国内の道路や橋梁にも大きなダメージを与えた。これらの

内戦と天災により、国内経済は極度に疲弊しており、社会情勢にも大きな影を落としている。 

国家予算の逼迫から多くの公共施設（中央官庁、教育・保健機関、司法機関、市役所等）は民家のような

古く狭い場所を利用しており、改築は主として海外援助によって行われている。現在でも様々な理由により

親元で育てられていない子供達も多く、各都市に民家を利用した孤児院施設が多く見られる。 

このように基本的なインフラや、保健衛生・初等教育といった基礎的社会基盤の整備が他の中南米諸国に

比べて著しく立ち後れている。 

表 B.2.1 にニカラグア国の社会状況に係る主要指数を示す。 

 

表 B.2.1  ニカラグア国の社会状況に係る主要指数 

指標 2000 年 2004 年 2005 年 

総人口 5.0 million 5.4 million 5.5 million  

人口増加率（%） 2.0 2.0 2.0  

平均寿命（年） 68.9 70.1 ..  

出生率（女性人口出生率） 3.5 3.2 ..  

幼児死亡率（1,000 人出生数当り） 34.0 30.8 ..  

５歳未満死亡率（1,000 人当り） 43.0 38.2 ..  

成人識字率（15 歳以上％） .. 76.7  

出典：世界銀行ホームページ 

 

（2) 対象橋梁周辺における社会状況 

対象橋梁が位置するサンカルロス市（21 地区）における社会状況を表 B.2.2 に示す。 

 

表 B.2.2  サンカルロス市における社会状況 

項目 概況 

人口 総人口： 26,787 人 

電気 ニカラグア電力会社（ENEL）により電力サービスが供給されている

が普及率は低く、ｻﾝｶﾙﾛｽ（87％）、ｻﾝﾀｲｻﾞﾍﾞﾙ（70％）、ﾛｰﾚﾙｶﾞﾗﾝ

（80％）、ｴﾝﾊﾟﾙﾒﾃﾞｸﾙｽﾞﾍﾞﾙﾃﾞ（80％）などを除いて市内21 地区のう

ち 9 地区には配電されていない。 

公共インフラ

施設 

 

通信 ニカラグア通信会社（ENITEL）がｻｰﾋﾞｽを行っているが、普及率は

低くｻﾝｶﾙﾛｽ（50％）ﾛｰﾚﾙｶﾞﾗﾝ（90％）以外の地区には電話線網は

ない。 
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飲料水及び下

水施設 

ニカラグア飲料水会社（ENACAL）によりｻﾝｶﾙﾛｽ、ﾛｰﾚﾙｶﾞﾗﾝ、ｴﾝ

ﾊﾟﾙﾒﾃﾞｸﾙｽﾞﾍﾞﾙﾃﾞなど 11 地区に対して飲料水の供給がされている

一方でｻﾝﾀ・ｲｻﾞﾍﾞﾙ他は井戸水を利用している。公共下水施設は

存在していない。 

教育 小学校は各地区にあるが、中学校はｻﾝｶﾙﾛｽ、ﾛｰﾚﾙｶﾞﾗﾝ、ﾇｴﾊﾞｴ

ﾙｻﾚﾑ、ﾛｽﾁﾚｽ、ﾗｽｱｽｾﾅｽの 5 地区にあるだけで住んでいる地区

内に中学校がない生徒は 3km から 20km 離れた最寄りの地区の中

学校に通っている。大学はｻﾝｶﾙﾛｽのみにある。 

保健サービス 病院はｻﾝｶﾙﾛｽにのみあり、その他の９地区には初期医療施設が

ある。初期医療施設のない地区の人々は 2km から 20km 離れた最

寄りの地区まで出かけてサービスを受けている。 

主要産業 畜産及び農業。畜産は市の重要な産業となっており、農業につい

ては、米、とうもろこし、麦、ソルガムおよび豆類が栽培されている。

出典：ｱｺﾔﾊﾟ～ｻﾝｶﾙﾛｽ～ｺｽﾀﾘｶ国境街道計画 EIA 報告書（IDB, 2006 年） 

 

2．治安状況 

（1）概要 

ニカラグアにおいては、現在まで日本政府、日本企業等の日本権益を特定の攻撃目標とする組織はなく、

日本人がテロの被害となった事例もない。国家警察が公表した 2006 年中における犯罪認知件数は、

120,509 件で、前年と比べ 16,406 件（15.8％）増と大幅な増加傾向にある。特に凶器や暴力を伴った強盗の

凶悪犯罪が増加しており、治安の悪化が懸念されている。また、これまでは首都マナグアにおいて犯罪が多

発していたが、近郊のマサヤ、グラナダ、レオン等にも発生が拡散している。 

ニカラグア国軍によれば、国内 9 か所に約 7 千個の対人地雷が埋設されており、現在、国軍は 2007 年中

の地雷の完全除去に向けて作業しているが、難航している。また、北大西洋自治区のシウナ市、ロシータ市

及びボナンサ市を結ぶ三角地帯では、非合法武装グループの残党に対する掃討作戦が未だ継続してい

る。 

 

（2）地雷原 

以下の地域には地雷原が残っており、十分注意が必要である。 

 （イ）マタガルパ県 

    ラ・ダリア市の一部地域 

 （ロ）北大西洋自治区 

    ボナンサ市及びロシータ各市の一部地域 

 （ハ）ヒノテガ県 

    ウィウィリ市（ヒノテガ）の一部地域及びホンジュラスとの国境地帯 

 （ニ）ヌエバ・セゴビア県 

ムラ、ウィウィリ（ヌエバ・セゴビア）各市の一部地域及びホンジュラスとの国境地帯 
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（3）反政府武装勢力 

北大西洋自治区のシウナ市、ロシータ市及びボナンサ市を結ぶ三角地帯においては、2002 年 3 月に非

合法武装グループの最後のリーダーが射殺されて以降、武装勢力の活動は認められず治安状況は改善し

ている。しかし、同グループが所持していたといわれる武器が未押収であり、政府、国軍及び警察は、同グ

ループの掃討作戦を継続している。 

なおプロジェクトサイトが位置するサンカルロスについては地雷原および武装勢力に関して特に注意情報

はない。 

 



B-3-1 

B-3 経済状況 

一 般 外 観   

1. 面 積  129,541km２ 

2. 人 口  514 万 人 （国 勢 調 査 ） 

3. 首 都  マナグア 

4. 人 種  混 血 70％、ヨーロッパ系 17％、アフリカ系 9％、先 住 民 4％ 

5. 言 語  スペイン語  

6. 宗 教  カトリック教  

7. 通 貨  コルドバ 

US$1＝16.7 コルドバ（2005 年 ） 

 

経 済   

1. 主 要 産 業  農 牧 業 （コーヒー、牛 肉 、ピーナッツ、サトウキビ、とうもろこし、米 、バ

ナナ） 

2. GDP 4,596 百 万 ドル（2005 年 ） 4,734 百 万 ドル（2006 年 ） 

3. 1 人 当 たり GDP 850 ドル（2005 年 ） 908 ドル（2006 年 ） 

4. 経 済 成 長 率  4.0％（2005 年 ） 3.0％（2006 年 ） （中 銀 ） 

5. 物 価 上 昇 率  9.6％（2005 年 ） 9.1％（2006 年 ） （中 銀 ） 

6. DSR 2.9%（2004 年 、世 銀 ） 

7. 総 貿 易 額  輸 出 ：1,053 百 万 ドル（2005 年 ） 1,289 百 万 ドル（2006 年 ） （中 銀 ）

輸 入 ：2,595 百 万 ドル（2006 年 ） 3,019 百 万 ドル（2006 年 ） （中 銀 ）

8. 主 要 貿 易 品 目   輸 出 ：コーヒー、牛 肉 、エビ、砂 糖 、落 花 生 、金  （中 銀 ） 

輸 入 ：中 間 財 （工 業 用 ）、消 費 財 （消 耗 消 費 財 ） （中 銀 ） 

9. 主 要 貿 易 相 手 国  輸 出 ：米 国 、エルサルバドル、ホンジュラス （中 銀 ） 

輸 入 ：米 国 、ベネズエラ、コスタリカ （中 銀 ） 

10. インフレ率  7.3%（1997 年 、世 銀 ） 

 

経 済 協 力   

1. 我 が国 の援 助 実 績  

(2005 年 度 ま で の

累 計 ) 

・ 有 償 資 金 協 力 （2005 年 度 まで、E/N ベース）210.79 億 円  

・ 無 償 資 金 協 力 （2005 年 度 まで、E/N ベース）617.58 億 円  

・ 技 術 協 力 実 績 （2005 年 度 まで、JICA ベース）148.78 億 円  

2. 主 要 援 助 国 （2002） （1）ドイツ（278.02） （2）スペイン（207.69） （3）米 国 （69.65） 

3. 対 日 貿 易 (2003) 

（ 中 銀  単 位 ： 百 万 ド

ル） 

輸 出 （CIF）  81.8（03 年 ）95.5（04 年 ）112.7（05 年 ） 

輸 入 （FOB）  4.2（03 年 ） 7.5（04 年 ） 10.6（05 年 ） 

主 要 輸 出 品 目 ：輸 送 ・機 械 機 器 、化 学 品 、金 属 品  

主 要 輸 入 品 目 ：コーヒー、牛 肉 、ゴマ 

4. 我 が 国 か ら の 直 接

投 資  

あり 

（出 典 ：http://www.mofa.go.jp/mofaj/area/nicaragua/data.html） 
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B-4 援助状況・動向 

「ニ」国 は中 南 米 の最 貧 国 の 1 つであり、基 礎 的 社 会 インフラが整 備 されていない地 域 が

多 く、電 気 や水 道 普 及 への需 要 が大 きい。また自 然 災 害 が多 く、内 戦 の傷 跡 も依 然 として見

られる。日 本 は、「ニ」国 に対 して、特 に貧 困 層 に直 接 裨 益 する基 礎 的 生 活 分 野 における案

件 、持 続 可 能 な経 済 社 会 開 発 と民 主 主 義 の定 着 に資 する案 件 を中 心 に無 償 資 金 協 力 、技

術 協 力 を実 施 していく方 針 である。また両 国 はこれまでに良 好 な関 係 を構 築 しており、日 本

の援 助 は、ハリケーン・ミッチ災 害 にも耐 えた橋 梁 等 に代 表 されるように、ニカラグアにおいて

高 い評 価 を受 けている。 

 

(1)  日 本 からの援 助  

  表 B.4.1 に日 本 の年 度 別 ・援 助 形 態 別 実 績 を示 す。2005 年 度 までの援 助 実 績 は、円 借

款 210.79 億 円 、無 償 資 金 協 力 617.58 億 円 （以 上 、交 換 公 文 ベース）、技 術 協 力 148.78

億 円 （JICA 経 費 実 績 ベース）である。 

無 償 資 金 協 力 については、地 域 医 療 センター整 備 計 画 や教 育 施 設 整 備 計 画 などの教 育

及 び保 健 医 療 の分 野 や、農 村 部 の水 道 システム改 善 計 画 などの小 規 模 インフラについて重

点 的 に支 援 を実 施 している。技 術 協 力 分 野 においては、中 小 規 模 農 家 牧 畜 生 産 性 向 上 計

画 や、住 民 による森 林 管 理 などのプロジェクトが実 施 中 である。また 2005 年 度 までに累 計

913 人 の研 修 員 受 入 、963 人 の調 査 団 の派 遣 を行 っている。 

 

表 B.4.1  日 本 の年 度 別 ・援 助 形 態 別 実 績  

（単 位 ：億 円 ） 

年 度  円 借 款  無 償 資 金 協 力 技 術 協 力  

2001 -- 45.50 12.53(12.42) 

2002 -- 30.04 10.93(10.73) 

2003 -- 26.07 10.37(10.18) 

2004 (129.11) 29.83 16.14(15.91) 

2005 -- 48.85 11.10 

累 計  210.79 617.58 148.78 

 

注 1：2001～2004 年 度 については、日 本 全 体 の技 術 協 力 事 業 の実 績 を示 す。なお（ ）内 は

JICA 実 績 を示 す。 

注 2：2005 年 度 の日 本 全 体 の実 績 については集 計 中 であるため、JICA 実 績 のみを示 す。 

（出 典 ：http://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/oda/shiryo/jisseki/kuni/06_databook/ 

pdfs/06-21.pdf） 
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(2)  諸 外 国 からの援 助  

  表 B.4.2 に諸 外 国 の「ニ」国 に対 する経 済 協 力 実 績 を示 す。2000 年 以 降 、ドイツ、スペイン、

米 国 による支 援 が上 位 を占 め、ついでスウェーデン、日 本 が続 く。現 在 、2005 年 3 月 パリでの

援 助 調 和 化 に関 する会 合 での協 議 を踏 まえて策 定 された、ニカラグア調 和 化 ・アラインメント

行 動 計 画 が実 施 に移 されており、同 国 における援 助 協 調 は同 計 画 に沿 って進 められている。 

 

表 B.4.2  諸 外 国 の「ニ」国 に対 する経 済 協 力 実 績  

（単 位 ：百 万 ドル） 

年 度  1 位  2 位  3 位  4 位  5 位  合 計

2000 日 本  76.5 米 国  72.8
ｽｳｪｰ
ﾃﾞﾝ 33.3

ﾃﾞﾝﾏ
ｰｸ 27.2 ﾄﾞｲﾂ 26.9 325.9

2001 
ｽﾍﾟｲ

ﾝ 
399.5 米 国  100.6 日 本 62.0 ﾄﾞｲﾂ 31.8

ﾃﾞﾝﾏ
ｰｸ 28.0 714.7

2002 米 国  66.7 
ｽｳｪｰ

ﾃﾞﾝ 
38.7 ﾄﾞｲﾂ 34.5 日 本 31.4

ｵﾗﾝ
ﾀﾞ 26.0 287.2

2003 ﾄﾞｲﾂ 128.6 
ｽﾍﾟｲ

ﾝ 72.7 米 国 69.6 ｲﾀﾘｱ 45.9
ｽｳｪｰ
ﾃﾞﾝ 35.9 521.8

2004 ﾄﾞｲﾂ 278.0 
ｽﾍﾟｲ

ﾝ 207.7 米 国 69.7 ﾌﾗﾝｽ 65.3
ｽｳｪｰ
ﾃﾞﾝ 41.1 858.0

（出 典 ：http://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/oda/shiryo/jisseki/kuni/06_databook/ 

pdfs/06-21.pdf） 

 

(3)  国 際 援 助 機 関  

  表 B.4.3 に国 際 援 助 機 関 の「ニ」国 に対 する経 済 協 力 実 績 を示 す。1999 年 以 降 、IDB、

IDA および CEC による支 援 が常 に上 位 を占 め、全 体 の 80％以 上 を占 めている。 

 

表 B.4.3  国 際 援 助 機 関 の「ニ」国 に対 する経 済 協 力 実 績  

（単 位 ：百 万 ドル） 

年 度  1 位  2 位  3 位  4 位  5 位  その他  
年 度  
合 計  

2000 IDA 85.5 IDB 60.0 CEC 42.8 IMF 21.4 WFP 8.4 17.2 235.3

2001 IDB 106.8 IDA 66.5 CEC 31.2 WFP 3.6 UNFPA 2.4 4.9 215.5

2002 IDB 101.4 IDA 75.4 CEC 33.8 IMF 3.8 UNDP 2.2 11.4 227.9

2003 IDA 115.7 IDB 99.3 CEC 52.7 IMF 21.3 UNDP 2.3 15.5 306.8

2004 IDB 136.5 IDA 128.8 CEC 61.3 IMF 23.7 WFP 4.5 18.1 373.0

（出 典 ：http://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/oda/shiryo/jisseki/kuni/06_databook/ 

pdfs/06-21.pdf） 

CEC：欧 州 委 員 会  

IDA：国 際 開 発 協 会 （第 二 世 銀 ） 

IDB：米 州 開 発 銀 行  

IMF：国 際 通 貨 基 金  

UNDP:国 連 開 発 計 画  

UNFPA：国 連 人 口 基 金  

WFP：国 連 世 界 食 糧 計 画  
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付属資料 C．日本無償資金協力橋梁の維持管理状況 

 

平成 16 年度実施された「国道七号線主要橋梁架け替え計画」予備調査において、調査団によりすで

に建設された 15 橋全てが視察された。今回その記録を基にセパコ橋、ラス・マデラス橋を除く 13 橋を調

査団は視察した。前回の調査記録をベースとし、考察結果を表 C.1.1 および写真に示す。 
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橋梁現況調査（日本無償資金協力橋梁全 15 橋の内 13 橋） Mar 30 07 yf 

グアサウレ橋（ニカラグア側より） 同左。各車線とも下りで入国・通関係官に停止を受け、車両

停車時の力により常温混合の AC 舗装が常に損傷される。

損傷はいまだに進行中である。 

同上。 同左 

エル・ガジョ橋 エル・ガジョ橋 



C-1-4 

エル・ガジョ橋、軽微な舗装の損傷 エル・ガジョ橋 

リオ･ネグロ橋 リオ･ネグロ橋 

リオ･ネグロ橋。伸縮継手は健全 洗掘は軽微（約 40cm）で問題ない 

           



C-1-5 

アト・グランデ橋 アト・グランデ橋 

 

アト・グランデ橋  

エステロ･レアル橋。舗装損傷あり エステロ･レアル橋。橋台周り土留め工問題なし 



C-1-6 

エステロ・レアル橋 エステロ・レアル橋 

エル･グァルモ橋 エル･グァルモ橋 

エル･タマリンド橋 エル･タマリンド橋。コンクリート護床工は健全 

  



C-1-7 

リオ・セコ橋 リオ・セコ橋。舗装の軽微な損傷 

 

リオ・セコ橋  

ファティマ橋 ファティマ橋 



C-1-8 

サン・ロレンソ橋 サン・ロレンソ橋 

 

サン・ロレンソ橋。伸縮継ぎ手は健全  

オチョモゴ橋 オチョモゴ橋 

 



C-1-9 

 

オチョモゴ橋。上流の堰  

ヒル・ゴンザレス橋 ヒル・ゴンザレス橋 

ヒル・ゴンザレス橋。伸縮継ぎ手は健全 迂回路（ＲＣパイプ）は撤去されていた。 



C-1-10 

ラス･ラハス橋。防護柵は取替え済 ラス･ラハス橋。タッチアップペイントが必要 

ラス･ラハス橋 ラス･ラハス橋。支承周りの清掃が必要である。 
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D-1 スクリーニングシート 
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D-1-4 
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D-1-7 
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D-2 現地調査票 
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D-2-4 
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D-3 MARENA 協議ミニッツ 
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資料リスト（■収集資料/□専門家作成資料）

番号 資　料　の　名　称
形態(図書、ﾋﾞﾃﾞ
ｵ､地図､写真等)

収集
資料

専門家作
成資料

JICA作
成資料

ﾃｷｽﾄ 発行機関 取扱区分

BR-1 地形図（ｻﾝｶﾙﾛｽ~ｻﾝﾀﾌｪ~ｴﾙｶｽﾃｨｰｼﾞｮ）3枚　1:50,000 地図 ＊ 国土地理院（INETER）
JR･CR(   )

SC

BR-2 ｾｸｼｮﾝ3概略設計図（平面図＋縦断図）計28枚 コピー ＊ 運輸インフラ省
JR･CR(   )

SC

BR-3 ｴﾙﾄｩｰﾚ橋一般図　（2枚） コピー ＊ 運輸インフラ省
JR･CR(   )

SC

BR-4 ｴﾙﾄｩｰﾚ橋計算書 図書 ＊ 運輸インフラ省
JR･CR(   )

SC

BR-5 Reglamento Nacional de Construccion(国家建設基準） 図書 ＊ 運輸インフラ省
JR･CR(   )

SC

BR-6 同上　ＣＤ ＣＤ ＊ 運輸インフラ省
JR･CR(   )

SC

BR-7
Preliminary Report (December 1977) ｻﾝﾌｧﾝ川水理･水文
ﾃﾞｰﾀ

コピー ＊ 国土地理院（INETER）水理研究室 JR･CR(   )
SC

San Juan River Hydroelectric and Navigation Project
JR CR(   )

SC

BR-8 ｻﾝﾌｧﾝ川航行予定の船のｻｲｽﾞ コピー ＊ 運輸インフラ省
JR･CR(   )

SC

BR-9 Hydrology in the SJRB (San Juan River Basin) コピー ＊ ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ ｳｪﾌﾞ ｻｲﾄ
JR･CR(   )

SC

BR-10 地形･地質調査再委託費用見積書（５社より） コピー ＊ ﾛｰｶﾙｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ 5社
JR･CR(   )

SC

BR-11 ﾛｰｶﾙｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ､会社案内（計6社) コピー ＊ ﾛｰｶﾙｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ 6社
JR･CR(   )

SC

主管部長 文書管理課長 主管課長 情報管理課長 技術情報課長 図書館受入日

プロジェクトID 調査団番号

地域 中南米
調査団名又は専門家

氏
名

サンタフェ橋建設計
画予備調査

調査の種類又は　指導科
目

予備調
査

担当部課無償資金協

国名 ニカラグア 配属機関名
現地調査期間又は派遣期

間
平成19年3月1日～3
月26

担当者氏名中川　淳
史

E-1-2



資料リスト（■収集資料/□専門家作成資料）

番号 資　料　の　名　称
形態(図書、ﾋﾞ
ﾃﾞｵ､地図､写真

等)

収集
資料

専門家
作成資

料

JICA作
成資料

ﾃｷｽﾄ 発行機関 取扱区分 図書館記入欄

E-1
Ley General del Medio Ambiente y los Recursos
Naturales, Ley No.217 コピー ＊

Ministerio deｌ Ambiente y los Recursos
Naturales (MARENA)

JR･CR(   )･
SC

E-2
Reglamento de Permiso y Evaluación de Impact
Ambiental, Decreto No. 45-94 コピー ＊

Ministerio deｌ Ambiente y los Recursos
Naturales (MARENA)

JR･CR(   )･
SC

E-3
Sistema de Evalucion Ambiental, Decreto No.76-2006

コピー ＊
Ministerio deｌ Ambiente y los Recursos
Naturales (MARENA)

JR･CR(   )･
SC

E-4
Procedimientos Administrativos Pala El
Otorgramiento de Permiso Ambiental コピー ＊

Ministerio deｌ Ambiente y los Recursos
Naturales (MARENA)

JR･CR(   )･
SC

E-5
Ley de Expropiación(Decreto No.229)

コピー ＊
Pubicado en la Gaceta No.58

JR･CR(   )･
SC

E-6
Reglamento de Areas Protegidas de Nicaragua,
Decreto No. 01-2007 コピー ＊

Ministerio deｌ Ambiente y los Recursos
Naturales (MARENA)

JR･CR(   )･
SC

E-7
Norma Tecnica Obligatoria Nicaraguense

コピー ＊
Ministerio de Economica y Desarrollo

JR･CR(   )･
SC

E-8
Environment and Safeguards Comliance Policy

コピー ＊
Inter-American Development Bank(IDB)

JR･CR(   )･
SC

E-9
Environmental Procedures and SEA Guidance

コピー ＊
Inter-American Development Bank(IDB)

JR･CR(   )･
SC

E-10
Involuntary Resettlement in IDB Projects(Principles
and Guidelines) コピー ＊

Inter-American Development Bank(IDB)
JR･CR(   )･

SC

E-11
Atlas De La Reserva De La Biosfera Rio San Juan
Nicaragua CD ＊

Ministerio deｌ Ambiente y los Recursos
Naturales (MARENA)

JR･CR(   )･
SC

主管部長 文書管理課長 主管課長 情報管理課長 技術情報課長 図書館受入日

プロジェクトID 調査団番号

地域   中南米
　調査団名又は
　専門家氏名

サンタフェ橋建設計画予
備調査

調査の種類又は指導
科目

　　　　予備調査 担当部課  無償資金協力部

国名 　ニカラグア 配属機関名 現地調査期間又は
　　派遣期間

平成19年3月1日～3月26日 担当者氏名 　中川　淳史
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